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新株式発行等に関する資金使途変更のお知らせ 

 当社は、平成23年３月９日付け「業務資本提携及び第三者割当による新株式発行並びに支配株主の

異動に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、第三者割当による新株式発行により設備投資

のための資金調達をいたしました。調達した資金の具体的な使途（以下「資金使途」といいます。）に

つきまして下記のとおり変更いたしましたので、お知らせいたします。 

 平成23年３月９日付け「業務資本提携及び第三者割当による新株式発行並びに支配株主の異動に関

するお知らせ」の「３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期」「（２）調達する資金の具体的な

使途」をご参照ください。 

記 
１．変更の理由 

 当社グループは、「かかりつけ薬局」として質の高い調剤サービスを安定的に提供するとともに、

地域医療にも積極的に関与することで成長を遂げてまいりました。かかる地域医療における当社

の優位性をさらに発展させるために、年間 10 店舗程度の新規出店に加えて、地域医療の中核を担

うという理念を共有できる調剤薬局を営む企業と、Ｍ＆Ａによりグループの形成を加速させてま

いりました。他方で子会社株式取得のための費用を借入等に依存した結果、平成 22 年５月期末に

おける「総資産に占める有利子負債の構成比率」は 47.7％と高水準に達しました。かかる状況か

ら財務体質改善のための施策として、設備投資計画実施に必要な資金の一部を、借入等によらず、

当社との事業上の連携によるシナジー効果を期待しうる企業を割当先とする第三者割当増資によ

り調達いたしました。 

調達資金は連結子会社２社による調剤薬局の新規出店に係る設備資金として、平成 25 年５月期

までにその全額を充当する予定でありましたが、出店計画の遅れを主因として、本件第三者割当

増資による資金使途の一部を変更いたしました。 

    
２．変更の内容 

   本件第三者割当増資にて開示いたしました資金使途の変更は以下のとおりです。 

 【変更前】 

   当社グループは、平成25年５月までに連結子会社３社において調剤薬局の新規出店として807百

万円の設備新設計画を有しております（ファーマライズ株式会社592百万円、株式会社みなみ薬局

140百万円、株式会社双葉75百万円）。上記差引手取概算額460,940,000円については、当社から連

結子会社２社（ファーマライズ株式会社、株式会社みなみ薬局）へ貸付を行い、連結子会社２社

は当該資金を設備投資資金に充当する予定であります。 

   具体的には、ファーマライズ株式会社における平成 23 年５月期の設備投資額 65 百万円、平成

24 年５月期の設備投資額 422 百万円、平成 25 年５月期の設備投資額 105 百万円と、株式会社みな

み薬局における平成 24 年５月期の設備投資額 57 百万円、平成 25 年５月期の設備投資額 83 百万



円への充当を予定しております。 

 【充当状況】 

   本件第三者割当増資による差引手取額461百万円については、ファーマライズ株式会社における

新規出店に係る設備投資資金に平成23年５月期は51百万円、平成24年５月期は120百万円、平成25

年５月期は185百万円で合計358百万円を、そして株式会社みなみ薬局における新規出店に係る設

備投資資金に平成24年５月期は19百万円、平成25年５月期は40百万円で合計60百万円をそれぞれ

充当いたしました。残額42百万円については、平成25年５月期に借入金返済資金の一部に充当い

たしました。 

 

以上       


